
東諸県郡小学校体育連盟ポスターセッション 

                      

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

児童数は約１４００名です。        

                     

                     

                     

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

 

 

 

 

 

 

 東諸県郡には、綾町に綾小学校が１校、国富町

に本庄小学校・木脇小学校・森永小学校・八代小

学校の４校、合計５つの小学校があります。 

児童数は約１４００名です。 

 

 研究を進めていく上で、まず東諸県郡の子ども

の実態を調べました。体育の授業以外で体を動か

す機会が少なくなっています。理由としては、友

達の家が近所になく遊ぶ機会が少ないことや遊

びが体を動かさないゲームやカード遊びが多く

なっていることが挙げられます。また学校外で体

を動かしている子どもたちのほとんどは少年団

等に入っています。しかし、そういう子どもたち

も自分の習っている競技はできても、それ以外の

競技はうまくできないという姿も見られます。ま

た、スクールバスを利用する児童の体力低下傾向

も見られます。放課後の過ごし方により、運動の

経験の差が広がっています。 

  

東諸県郡では、特に少年団に入っていない子ど

もたちにとって、学校での体育の授業は子どもた

ちの体力を向上させることや生涯運動に親しま

せるためにとても重要であることがわかります。 

そのため、体育の授業で、運動の楽しさを味わ

い、進んで運動をする子どもの育成をするために

は、小学生の頃からいろいろな運動の経験や体験

をさせること、運動が得意な子・苦手な子が楽し

める環境をつくることが大切であると考えまし

た。 



 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 そこで、研究主題を『運動の楽しさを味わい、

進んで運動に親しもうとする児童の育成～「わか

る・できる・かかわる」を実感させる楽しい授業

を目指して～』としました。体を動かす機会が学

校での体育の授業だけでなく、昼休みや放課後に

生まれることを期待し、研究に取り組んできまし

た。 

 研究の１年目はまず、児童の実態を把握するた

めに、アンケートを行いました。体育の授業が好

きという児童が多いことがわかります。 

しかし、ボールを持っていないときの動きやボー

ルの操作に自信がなく、チームで作戦や相談をす

ることなどが好きではないという傾向が見られ

ます。技能に自信のない児童、作戦の話合いに参

加できていない児童がおり、チームで取り組む競

技について、今後の課題が見えてきました。 

  

そのため、研究を進めるにあたり、目指す児童

の姿に近づけるにはどういう手立てをとればい

いのかを『わかる』『できる』『かかわる』に分け

て抽出しました。 

 

 

 

 『わかる』では、ゲームの勝ち方や自分がどう

動くとよいのかということに対して、チームで共

通して理解することや視覚的にわかりやすいも

のが手立てになると考え、ワークシートや作戦ボ

ードなどを取り入れることにしました。 

 

 

 

 『できる』では、話合いや練習時間の確保をし、

技能を習得させることで、できることの喜びを感

じ、運動の楽しさを実感できると考えました。 



                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 『かかわる』では、チームでの声かけや友達ど

うしでの教え合いなどをすることで、自分自身や

チーム全員で気持ちや意欲を高め、よりチームの

絆が深まると考えました。 

 

 

 

 研究授業では５年生で『タグラグビー』を行い

ました。タグラグビーは子どもたちがあまり経験

したことのないスポーツであったこと、また私た

ちも授業の経験が少なかったので、専門であるＯ

先生に授業をしていただきました。全６時間の計

画の中で、単元の前半に基本的な技能を習得さ

せ、単元の後半ではチームの作戦を生かすことを

ねらいとして計画しました。 

 

 タグラグビーのルールです。タックルがタグを

取るに変わるなど、若干ルールは違うものの、ラ

グビーに近いルールです。 

 

 

 

 

 

 学習過程です。授業のはじめに個人やチームの

めあてを立て、チームで準備運動・練習を行いま

す。展開では前半にゲーム①を前後半行い、その

ゲームを基に作戦を考え、練習を行い、後半のゲ

ーム②に生かしていくという流れです。まとめで

は有効な作戦の紹介を行いました。 

 

 学習カードです。技能の習得や目標を達成させ

るために個人のめあてをもたせ、またチームの試

合結果を記録することで試合に勝つための話合

いや振り返りの資料となるように作成しました。 



                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 授業の様子です。作戦タイム（話し合い）では

自分たちの動きを確認しながら作戦を立てまし

た。作戦ボードやマグネットは立ち位置やボール

の渡し方の確認など、視覚的にとても有効でし

た。担任はグループの話し合いの様子を見て回

り、必要に応じてアドバイスを行いました。 

 

 自分たちが立てた作戦を基に、練習やゲームを

行います。作戦がうまくいっていないチームには

担任が適宜アドバイスを行い、支援を行いまし

た。 

 

 

 

 児童のアンケート結果です。タグラグビーの授

業前と後を比べると体育の授業が好きになった

児童が増えているなど、各項目で変化が見られま

した。８番目の『チームで勝つために作戦を考え

ることは好きですか』という質問に注目すると、

いいえが３３％だったのが３％となり、どちらか

と言えばはい、どちらかと言えばいいえが増えま

した。児童同士でかかわることの成果が見られた

と考えます。 

 

 成果として、ゲームと話合いを重ねることで、

徐々に作戦を生かした良い動きが見られるよう

になりました。課題としては、タグラグビーを初

めて行う児童が多かったため、作戦を考えたり、

話合いの時間を確保したりする部分で工夫が必

要でした。 

 

 研究の２年目です。１年目の成果と課題を生か

すこと、また、学年の枠を広げて低学年でも内容

を工夫することで、ねらいが達成できるのではな

いかということで、研究を進めてきました。研究

授業は昼休みに２年生がよく遊ぶサッカーから

ボール蹴りゲームにしました。 



                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 １年目の研究の成果を基にかかわるに焦点化

して、「かかわる」、「楽しさを味わわせる」、「親

しむ」をキーワードに、何をすべきかを精選しま

した。そして、これらを研究授業の中に取り入れ

るために、具体的な活動例を示しました。 

 

 

 単元の流れです。単元前半は、はじめに学習の

内容、ルールを全体で確認します。その後チーム

ごとに準備運動を行いました。なかでは、技能の

習得のために、パスやシュートの練習を行いま

す。その後、作戦タイムでチームの作戦を決め、

ゲームを行いました。おわりでは、チームで反省

をし、全体で集まり、次回のルール等について確

認を行いました。単元後半は、チームで準備運

動・練習まで行い、なかではゲームをして、作戦

タイムをとった後、再度ゲームを行いました。 

  

ゲームのルールです。全員で攻撃をし、守備は

２人です。攻撃時間は３０秒、シュートをするま

でにパスをした回数が得点になります。 

 

 

 

 授業の様子です。白帽子が攻撃です。ボールを

持っているときは取られることがないので、落ち

着いて誰にパスするかを考えることができます。

ボールを持っていない児童はパスがもらえる位

置を見つけます。得点が決まったら、チーム全員

で喜びのポーズをします。 

 

 

 学習ノートです。左側には試合の結果やどの作

戦を使ったか、作戦のできを書きました。右側に

は授業後の感想とチームの友達の良かったとこ

ろを書くようにしました。 



                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

                      

 アンケートの結果から、今年度の研究の手立て

が、「コツや作戦を話し合う」上で有効であった

ことが分かりました。話し合うことが有効である

ことは、友達と遊ぶとき、仲よく遊ぶためのルー

ルを一緒に考えることができ、結果として進んで

外遊びを行い、体力の向上に繋がっていくと考え

ます。 

 

 成果としては、技能の精選やルールの工夫で児

童が楽しんで活動することができました。課題と

しては、ゲームや審判で子どもたちがもっと生き

生きと動ける工夫があると、より研究のねらいに

近づけると思いました。 

 

 今年は研究の３年目ということで、最後の年に

なります。これまでの取り組みにより、休み時間

に進んで運動する児童の姿が増えつつあります。

体力テストの結果としてはまだ成果は出ていま

せんが、今後の結果に期待します。これからも研

究を続け、東諸県郡の子どもたちの体力の底上げ

をしていきたいと思います。 

 

 ご静聴、ありがとうございました。 

 


